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令和３年度　学校評価　品川区立戸越台中学校
評価項目１ 学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

家庭学習の定着　定着率80％以上
自学ノートに、毎日１日１ページ以上取り組んでいる生徒は、８
４％ A

・自学ノート、家庭学習、eライブラリの取組促進
・定期考査前の学習計画の指導（年4回）
・習得目標問題（ミニマム）の作成と実施

・自学ノート毎日提出、eライブラリは５教科で標準問題に取り組ん
だ。
・定期考査前の学習計画指導（年4回）の実施
・習得目標問題（ミニマム）は、eライブラリに置き換えて実施

A

授業改善アンケート「できる」「わかる」90％
以上

授業改善アンケートにおいて、生徒が授業が「できる」「わか
る」と実感　９７％ A

・毎学期末「授業アンケート」実施・分析
・分析結果をもとに、各教員が授業改善

・授業改善アンケートにおいて、主体的・対話的で深い学びに向けた
授業改善の進捗を確認した。
・教員が授業改善に向け、校内研究等を通じて研修している。

A

・学力テスト・定期考査後の「学習のカルテ」「テストを
終えて」を分析し、生徒一人一人の達成状況を把握し、
個に応じた指導に取り組む。

・「学習のカルテ」「テストを終えて」を全教科において作成し、教員は
個に応じた指導を行った。 B

学習支援の充実　定着率80％以上 全ての教科で実施したタブレット課題の実施率９０％ B

・タブレット端末の積極的な活用推進
・タブレット端末校内授業で年間１６４．５時間使用し、主に自己の振り返り学
習や思考を深める協働学習に活用した。 B

・未来塾（定期考査前）・補充教室（課題未提出や
遅れへの支援）・自習教室（自習と学習支援）の
拡充

・参加者人数　９８４人（昨年度１０７１人）
・自習教室　毎週水曜日2時間程度、未来塾（試験一週間前）毎日2時間程
度実施。コロナ禍による中止があった。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・タブレット端末を活用し、主体的・対話的で
深い学びに向けた「できる」「わかる」授業の
改善に取り組んでいく。
・ＰＤＣＡサイクルに基いた新たな「学習のカ
ルテ」を作成し、生徒の個別最適な学びを支
援する。

③

・一人一台端末を活用し、タブレット課題の質
と量を充実させ、生徒の基礎学力の向上を
図る。
・生徒の主体的・計画的な学習活動（自学）
を支援するため、自学教室（自習教室・補充
教室・未来塾）の参加人数を増やす。

重点目標
自ら学び、よく考え、行動できる生徒を育てる基盤となる
「基礎学力の定着」に努める

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・自学ノートの取組は生徒にほぼ定着してい
る。自主学習の習慣化に向けてはたらきか
けを継続し、定着率の向上を目指す。
・基礎学力の向上のため、一人一台端末を
活用し、単元ごとに習得目標問題や課題を
設け、個に応じて指導を行う。



令和３年度　学校評価　品川区立戸越台中学校
評価項目２ 人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

基本的な生活習慣を身に付けた、自立した
個の育成　達成率90％以上

生活アンケートにおいて、挨拶、服装、言葉遣い、５分前行動
などのきまりを守っているに、９５％が肯定的な回答 A

・挨拶、返事、服装、5分前行動の指導の充実
・お互いが気持ちよく過ごすための「マナーアップ
運動」を年間を通じて実施

・挨拶、服装、5分前行動などの指導を組織的に行っている。
・マナーアップ運動として、身だしなみ（週1回）、防犯ブザー（月1回）、
ハンカチ（月1回）、ソーシャルディスタンス（月1回）、あいさつ運動（3
学期より毎日）などを実施している。

A

豊かな学校生活への寄与・貢献力の育成
達成率80％以上

生徒アンケートにおいて、委員会、係、実行委員会などの活動
に進んで取り組んでいるかに、９８％が肯定的な回答。 A

・生徒による委員会、係、実行委員会などの取組
の充実

・校則の見直しや委員会の再編等に、生徒が積極的に関わる
機会を設けた。 B

・教師による個々人への働きかけ・声掛け
（きずなノート・日々の見守り指導）の充実

・きずなノート提出率は９０％であり、きずなノートなどで生徒の
異変に気付いたら、迅速な初期対応を行っている。 A

SNSや情報機器を活用するための正しい
ルールやマナーの定着率　80％以上

生徒アンケートにおいて、ＳＮＳの利用についてルールなどを
守り、適切に使用することができたに、９６％が肯定的な回
答。

A

・戸越台SNSルールの新設と家庭のルール作り
の推進

・生徒アンケートで、戸越台SNSルールを守っているに６９％が回答、定期的
に保護者に内容を見てもらうが６６％となり、ともにやや低い。 B

・SNS等による問題行動の発生状況の把握、予防
と事故対応の迅速な取組

・学期に１回、SNSアンケートの実施し、予防と啓発に努めた。また、教員は
SNS等によるトラブルが起きたとき、迅速な初期対応を行い解決した。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・委員会、係、実行委員会等の活動の機会
を作り、生徒の生徒による豊かな学校づくり
を実現する。
・きずなノートを生徒の変化の気づきに利用
すると共に、日々の生徒の行動計画の支援
に活用する。

③

・SNS生徒アンケートで実態を把握し、生徒・
保護者へ現状と課題点を周知し、家庭と連
携して指導を行う。
・外部機関と連携して講習会を実施し、生徒
及び教員のＳＮＳスキルを習得させる。

重点目標
社会に通用する・社会に貢献できる生徒の
育成に努める

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・基本的な生活習慣は、ほぼ身に付いてい
る。生徒指導の基準を明確にして教職員で
共通認識し、指導に当たる。
・生徒と協力し、生活のきまり（校則）の見直
しを行なっていく。



令和３年度　学校評価　品川区立戸越台中学校
評価項目３ 体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

保健体育の授業や体育的行事の生徒の運
動意欲の向上90％以上

生徒アンケートにおいて、保健体育の授業や運動会などの学
校行事で、意欲的に運動したに９５％が肯定的な回答 A

・授業や学校行事を通じ、運動の楽しさや喜びを
味わう活動の促進
・部活動や地域活動等での、主体的な運動の習
慣化の定着

・授業や学校行事で、生徒が主体的に学ぶ活動を多く取り入
れ、運動の楽しさ等を感じさせることができた。
・部活動やスポーツクラブで、意欲的に運動したに６５％が肯
定的な回答した。

A

・生徒の心を落ち着かせる学校づくり実感率
90％以上（居場所づくり）

生徒アンケートにおいて、学年や学級、部活動で良い人間関
係をつくることができたに９９％が肯定的な回答 A

・スクールカウンセラーによる第7学年の全員面接
による不適合者の早期発見
・学級・学年によるエンカウンター等の授業の実
施（きずなづくり）

・スクールカウンセラーは第7学年の全員面接を行い、教員と
協働して個に応じて働きかけを行った。
・市民科の校外学習やCAPSなどのグループ活動を通じて、生
徒同士の理解が深まった。

A

・配慮を要する生徒へ、迅速な校内情報共有と外
部連携期間との多角的な対応の実施

・配慮を要する生徒対応について、校内の情報共有と外部連
携機関との連携しながら、校内委員会を月1回実施している。 B

学校生活の安全対策　満足度80％以上
新型コロナウイルス感染症の対策（検温、手洗い、換気、距離
等）について、感染予防を意識して取り組んでいるに、９３％が
肯定的な回答

A

・食物アレルギー確認の毎日実施。エピペン研修
会の年1回実施。
・新型コロナウィルス感染症対応の徹底。

・給食の食物アレルギー対応については、毎日の朝会で確認をして
いる。エピペンの取り扱いは、教職員で共通理解を深めた。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止に関する品川区ガイドラインに
基づき、適切に実施した。

A

・大規模改修工事会議や庶務課等との連携
・生徒の安全確保と活動場所の調整

・大規模改修を、庶務課等と連携し、計画通り終えることができた。
・工事に係る生徒の事故はなく、生徒の安全を確保できた。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・生徒の良好な人間関係作りに、教職員が
主導して、学校や学級を全ての生徒にとって
も落ち着ける場所にしていく。（居場所づくり）
・生徒が主体となり、日々の授業や行事など
で、全員が活躍し、互いが認められる場や機
会を設ける。（きずなづくり）
・校内委員会を柱とした特別支援教育の充
実に向け、学校内での特別支援教育体制の
整備を推進する。

③

・新型コロナウイルス感染症の拡大防止に
向けて、検温、手洗い、換気、距離等に引き
続き努めていく。
・食物アレルギーの確認や研修を実施し、事
故予防、初期対応に迅速に取り組む体制を
継続する。

重点目標 心身ともに健康な生徒の育成に努める

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①
・運動会や部活動で、生徒の運動意欲を高
め、主体性を持たせる活動を継続して実施
する。



令和３年度　学校評価　品川区立戸越台中学校
評価項目４ いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

生徒の学級・学校生活の充実　満足度
80％

生徒アンケートにおいて、中学校生活は楽しく、満足して
過ごしているに、９１％が肯定的な回答。 A

・生徒及び保護者理解を深めるため、学校行事
等のアンケートを必ず実施
・生徒の日常的な生活状況の把握のため、きず
なノートを毎日提出
・いじめ未然防止のための市民科授業の充実

・すべての学校行事、学校公開で保護者アンケートを実施した。
・きずなノート提出率は９０％であり、生徒の日常生活の把握に役立
てている。
・いじめ防止のための市民科の授業を年間を通じて実施した。

A

いじめの早期発見・早期対応のための取組
の円滑な運用　満足度80％以上

生徒アンケートにおいて、いじめや悩み、困ったことがあれ
ば、学校の先生やスクールカウンセラーに相談することができ
たに、７４％が肯定的な回答

B

IチェックやhyperQUを用いた、よりよい人間関係
作りのための分析の年2回実施

・hyperQUにおける学級満足群が50％以上であり、全国平均値を上
回っている。iチェックは、望ましい第７学年の人間関係作りに役立て
ている。

B

生徒の些細な変化やネット上のいじめ等を見出
す、生活アンケートの毎月1回の実施

・生活アンケートを月1回実施し、生徒間トラブルや家庭問題の発見
に役立てている。 A

個々の生徒の特性の理解と支援　早期対応
率90％以上

専門心理士の巡回相談等を活用し、特別に支援の必要な生
徒を見いだし、すべてのケースで早期対応を行った。 A

・校内委員会や生活指導部会、SC、品川教育支
援センター等との情報共有や早期対応の徹底

・品川児童相談所、品川区子供家庭支援センター、品川教育支援センター
と協働し、年間を通じて早期対応した。 A

・生徒の困り感の共有と保護者への働きかけ
・特別支援教室との連携推進

・生徒の不安や悩みについて寄り添って指導しながら、保護者と適切に情報
共有を行った。
・特別支援教室を週１時間利用しながら、生徒の課題を明確にして指導でき
た。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・hyperＱＵにおける分析について研修を行
い、全教員で共通理解をもって指導にあた
る。
・いじめアンケート、生活アンケートの調査項
目を見直し、いじめの未然防止や早期発見
に努め、いじめが生じない魅力ある学校づく
りを行う。

③

・個別に対応が必要なケースについては、外
部機関と連携し、情報共有や初期対応から
協働して取り組む体制をとる。
・特別に支援が必要な生徒については、まず
は校内で段階的に支援を行う。さらに専門的
な支援が必要な場合は特別支援教室（台中
ルーム）を利用して、個別の課題に対応す
る。

重点目標
一人一人を大事にする
未然防止・早期発見・早期対応を目指す

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・これからの時代に合った多様な教育活動を
通じて、生徒一人一人の学校生活を充実さ
せる。
・生徒・保護者アンケートの実施により、学校
に対するニーズを明らかにし、開かれた学校
づくりをさらに推進する。



令和３年度　学校評価　品川区立戸越台中学校 公開

評価項目５ （特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

人と人との関わりによる変容の実感率90％
以上

生徒アンケートにおいて、進路学習を通して、将来の自分の進
路や職業、生き方について考え方が深まったと、９６％が回答
した。

A

・一人一人の特性の把握の徹底と相談体制の再
構築
・幼児、高齢者、職業人等様々な人との関わりか
ら学ぶ教育活動の充実

・スクールカウンセラー相談体制の充実により、年間３４８件の相談を
受けた。
・戸越銀座商店街等の職場訪問、高齢者体験・手話教室、認知症講
座を実施し、人と人の関わりについて学んだ。

A

行事の取組とポートフォリオの作成による個
人としての変容の実感率90％以上

生徒アンケートにおいて、行事を終えてキャリアパスポートや
感想文で振り返り、自分の変容を実感したと９５％が回答 B

・キャリアパスポート等の計画的な活用
・市民科小中一貫プランとしての取組の充実

・キャリアパスポートを年間を通じて計画的に活用した。
・市民科一貫プランとして、近隣保育園及び小学校と連携を密にして
取り組んだ。

A

・特別養護老人ホーム・保育園・小学校・地域へ
のボランティア活動の推進

・コロナ禍により直接的なボランティア活動の実績はないが、制作物
を贈るなどの交流は積極的に進めた。 B

信頼される学校　達成率80％以上
品川区保護者アンケート調査において、学校に満足している
に８６．４％が回答 A

・生徒・保護者のための情報発信のためのHPの
活用
・各種配布物の定期的な発行

・学校・学年だより、生徒課題をHPにより発信した。
・学校・学年だより、進路だよりを定期的に発行し、情報発信に努め
た。

B

・教員の教員による服務事故防止の取組　年４回
実施
・教員の年間を通じた服務事故なしの達成

・教員向けの服務事故防止研修を、年５回実施した。
・今年度の教員の服務事故はなかった。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・キャリアパスポートについて、小中高の接
続を意識させ、自己の変容が感じられるよう
工夫して指導する。
・品川区生徒アンケートにおいて、ボランティ
ア活動に参加しているに１４．３％が回答。地
域社会への貢献力を高めるため、学校や地
域へのボランティア活動を実施し、自己有用
感を高める。

③

・学校だより、学年だより、HP等による情報
発信を行いながら、生徒・保護者の意見を集
約して分析し、満足度の高い教育活動を行
う。
・生徒指導に適した言動と個人情報の取り扱
いについて研修を重ね、教員の服務事故防
止に努める。

重点目標
キャリア教育の視点からの教育の充実
信頼される学校の推進

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・スクールカウンセラーと担任とが連携して情
報共有し、生徒の悩みを解決していく。
・校内だけではなく、校外の人とのつながり
の大切さも感じ、自己の変容が見られるよ
う、市民科の授業を通じて実践する。


